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売

東
方
キ
リ
ス
ト
教
の

　
歴
史
・
信
仰
・
礼
拝

正
教
会
入
門

テ
ィ
モ
シ
ー
・
ウ
ェ
ア
著
／
松
島
雄
一［
監
訳
］（
ま
つ
し
ま
氏
は
大
阪
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
司
祭
）

�
正
教
会
の
歴
史
と
信
仰
を
知
ら
ず
に
キ
リ
ス
ト
教
の
十
全
な
理
解
は
あ
り
え
な
い
。

本
書
は
１
９
６
３
年
の
初
版
以
来
、
正
教
会
へ

の
入
門
書
と
し
て
不
動
の
地
位
を
保
ち
続
け
て

き
た
。こ
の
間
、何
度
も
改
訂
を
加
え
て
き
た
が
、

こ
の
邦
訳
の
底
本
で
あ
る
２
０
１
５
年
の
第
3

版
で
は
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
、

自
由
意
志
、
煉
獄
、
ま
た
多
様
な
正
教
会
間
の

関
係
に
つ
い
て
、
大
幅
な
増
補
改
訂
を
施
し
て

い
る
。
歴
史
か
ら
神
学
、
実
践
に
ま
で
及
ぶ
深

く
正
確
な
解
説
に
よ
り
、
正
教
会
、
ひ
い
て
は

キ
リ
ス
ト
教
全
体
へ
の
理
解
が
深
ま
る
。

�

◆
Ａ
５
判
・
４
０
０
頁
・
本
体
４
０
０
０
円

■ 

関
連
書

ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
神
学

歴
史
的
傾
向
と
教
理
的
主
題

メ
イ
エ
ン
ド
ル
フ
著
／
鈴
木
浩
訳�

◆
本
体
４
７
０
０
円

【
目
次
よ
り
】
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史
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第
3
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ン
時
代
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4
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ラ
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ラ
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教
会

第
6
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モ
ス
ク
ワ
と
ペ
テ
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ブ
ル
グ

第
7
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二
〇
世
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Ⅰ
）
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ギ
リ
シ
ャ
と
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ラ
ブ

第
8
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二
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世
紀
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Ⅱ
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教
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戦
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無
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世
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Ⅲ
）
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散
と
伝
道

　

第
Ⅱ
部　

信
仰
と
礼
拝

第
10
章　

聖
伝
―
―
正
教
信
仰
の
源

第
11
章　

神
と
人
間

第
12
章　

神
の
教
会

第
13
章　

正
教
の
奉
神
礼
（
Ⅰ
）
―
―
こ
の
世
の
天
国

第
14
章　

正
教
の
奉
神
礼
（
Ⅱ
）
―
―
機
密

第
15
章　

正
教
の
奉
神
礼
（
Ⅲ
）
―
―
祭
日
、
斎
、
私
祈
祷

第
16
章　

正
教
会
と
他
の
キ
リ
ス
ト
教
会
と
の
再
合
同

著者ウェアは 1934 年、英国生まれ。オッ
クスフォードで古典と神学を専攻。58年、
正教会に改宗。66年、司祭に叙せられた。
著書多数。



7 月の新刊

7 月21 日発売

井
上
良
雄
著�

全
４
冊
完
結
！

キ
リ
ス
ト
教
講
話
集
Ⅲ

キ
リ
ス
ト
者
の
標
識

キ
リ
ス
ト
教
講
話
集
Ⅳ

待
ち
つ
つ
急
ぎ
つ
つ

戦
争
末
期
に
キ
リ
ス
ト
者
と
な
り
、
戦
後
は
東
京
神
学
大
学
で
教
鞭
を
執
り
つ
つ
バ
ル

ト
「
和
解
論
」
全
巻
を
訳
出
、
ま
た
日
本
基
督
教
団
の
社
会
委
員
長
を
歴
任
す
る
な
ど
、

信
徒
と
し
て
教
会
に
仕
え
た
井
上
。
没
後
発
見
さ
れ
た
説
教
ノ
ー
ト

か
ら
説
教
・
講
演
を
、
戒
能
信
生
牧
師
が
全
4
巻
に
集
成
。
第
Ⅳ
巻

に
は
60
年
代
か
ら
90
年
代
ま
で
の
11
編
を
収
録
。
至
純
な
信
仰
を

も
っ
て
生
き
た
「
証
人
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
者
」
の
真
実
な
言
葉
。�

【
Ⅳ
の
目
次
よ
り
】
高
見
順
氏
の
死
に
つ
い
て
／
神
学
校
に
お
け
る
人
間
形
成
／
受
洗

者
・
入
会
者
・
卒
業
生
へ
の
言
葉
／
人
生
読
本　

虚
無
・
死
・
ユ
ー
モ
ア
／
私
の
理
想

と
す
る
人
／
戦
争
責
任
の
問
題
／
今
日
の
キ
リ
ス
ト
告
白
／
バ
ル
ト
の
教
会
論
／
Ｋ
・

バ
ル
ト
に
お
け
る
教
会
と
国
家
／
証
人
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
者
／
待
ち
つ
つ
急
ぎ
つ
つ

�

◆
新
書
判
・
２
８
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頁
・
本
体
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７
０
０
円

既
刊　

大
い
な
る
招
待		



キ
リ
ス
ト
教
講
話
集
Ⅰ�
◆
本
体
１
７
０
０
円

既
刊　

エ
デ
ン
か
ら
ゴ
ル
ゴ
タ
ま
で	

キ
リ
ス
ト
教
講
話
集
Ⅱ�

◆
本
体
１
７
０
０
円

●名著復活

ローランド・ベイントン著／出村彰訳

宗教改革史
宗教改革はなぜ起こったのか。どのような経緯を経て展開していったのか。世界を根底か
ら変えたこの複雑な運動を、16世紀の歴史的・社会的条件に広く目配りしながら、改革者
たちの信仰と思想に深く内在し、その全容をコンパクトにまとめた通史。
長らく品切だった名著・名訳を、読みやすく改版し、復刊する。
【宗教改革500年記念復刊】� ◆四六判・364 頁・本体 2800 円

6
月
に
既
刊

7
月
21
日
発
売



8 月以降の出版予定から

● 6 月に出た本と雑誌

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
哲
学
す
る

福
音
の
文
脈
化
に
向
け
て�

髙
橋
優
子
著

ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
等
、
現
代
日
本
の
ポ
ッ

プ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
溢
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
的

象
徴
を
丁
寧
に
読
み
解
き
、
若
者
た
ち
の

魂
に
最
も
近
い「
福
音
」の
形
を
探
っ
た
話

題
作
。�

◆
四
六
判
・
本
体
２
０
０
０
円

キ
リ
ス
ト
者
の
標
識

キ
リ
ス
ト
教
講
話
集
Ⅲ�

井
上
良
雄
著

敗
戦
直
後
か
ら
60
年
台
ま
で
の
講
話
12

編
を
収
録
。
バ
ル
ト
に
拠
り
つ
つ
世
と

の
連
帯
を
求
め
て
教
会
に
仕
え
続
け
た

信
徒
神
学
者
の
面
目
躍
如
と
す
る
至
純

な
言
葉
。�

◆
新
書
判
・
本
体
１
７
０
０
円

福
音
と
世
界

�

◆
税
込
６
３
５
円

7
月
号
　
特
集   

改
革
し
つ
づ
け
る
ア
ジ
ア
の
教
会

寄
稿
者
：
山
本
俊
正
、
宇
井
志
緒
利
、
志
村
真
、
藤
原
佐
和
子
、
ナ
グ

ネ
、松
谷
曄
介
／
呉
寿
恵
／
高
井
ヘ
ラ
ー
由
紀
、吉
松
純
、佐
藤
優
、

中
村
う
さ
ぎ
、
内
田
樹
、
芦
名
定
道
、
辻 

学
、
月
本
昭
男
、
望
月

麻
生
ほ
か

フ
ス
ト
・
ゴ
ン
サ
レ
ス
著
／
石
田
学
訳

キ
リ
ス
ト
教
思
想
史
Ⅱ

教
会
史
家
と
し
て
名
高
い
著
者
の
主
著
。
第
2
巻
は
古
代
末
期
か
ら
中
世
末
期
に
い

た
る
千
年
あ
ま
り
の
間
に
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
が
い
か
な
る
変
化
を
遂
げ
て
いっ
た
か

を
、
単
な
る
思
想
内
的
な
運
動
と
し
て
で
は
な
く
、
社
会
的
・
経
済
的
文
脈
と
の
関

連
に
注
目
し
な
が
ら
生
き
生
き
と
叙
述
す
る
。�

◆
Ａ
５
判
・
予
価
５
０
０
０
円

宮
平
望
著

ジ
ョ
ン
・
マ
ク
マ
レ
ー
研
究

マ
ク
マ
レ
ー
（1891-1976

）
は
ス
コッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
キ
リ
ス
ト
教
哲
学
者
。
第
一

次
大
戦
へ
の
従
軍
体
験
の
後
、
共
産
主
義
の
問
題
と
取
り
組
み
、
関
係
と
し
て
の

人
間
に
着
目
し
た
深
い
人
間
論
に
基
づ
く
共
同
体
思
想
を
形
成
し
た
。
日
本
人
に

よ
る
初
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
。�

◆
Ａ
５
判
・
予
価
２
４
０
０
円

新
教
コ
イ
ノ
ー
ニ
ア
34

改
革
者
た
ち
の
５
０
０
年
（
仮
題
）

月
刊
誌
『
福
音
と
世
界
』
２
０
１
７
年
1
月
号
か
ら
6
月
号
ま
で
行
わ
れ
た
宗
教
改

革
５
０
０
年
を
記
念
す
る
連
続
特
集
を
、
新
た
な
寄
稿
も
加
え
て
単
行
本
化
。
宗
教

改
革
が
目
指
し
た
も
の
・
も
た
ら
し
た
も
の
、
双
方
を
見
つ
め
な
が
ら
、
多
様
な
視
点

か
ら
現
代
の
課
題
を
考
え
る
。�

◆
Ａ
５
判
・
予
価
２
０
０
０
円



編集部から

福
音
と
世
界

Ａ
５
判
・
80
頁･

定
価
６
３
５
円･

送
料
70
円

年
間
予
約
購
読
料   

（
送
料
共
）
８
４
６
０
円

２０17年

8

【
連
載
よ
り
】

◆
は
じ
め
て
の
台
湾
キ
リ
ス
ト
教
史 

5�

…
高
井
ヘ
ラ
ー
由
紀

◆
み
こ
と
ば
散
歩 

8�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
望
月
麻
生

◆
聖
書
と
わ
た
し 

18�

…
…
…
…
…
…
…
…
柳　

美
里

◆
ア
メ
リ
カ
の
神
学
と
教
会
の
い
ま 

10�

…
…
…
吉
松　

純

◆
現
代
神
学
の
冒
険 

11�

…
…
…
…
…
…
…
…
芦
名
定
道

◆
新
約
釈
義　

第
一
テ
モ
テ
書 

18�

…
…
…
…
辻　
　

学

◆
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
時
間
論 

29�

…
…
…
…
…
…
…
内
田　

樹

◆
詩
篇
の
思
想
と
信
仰 

147�

…
…
…
…
…
…
…
月
本
昭
男

特
集
：
象
徴
天
皇
制
・
国
家
・
キ
リ
ス
ト
教

「
非
人
」
と
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
と
天
皇
　
　
　
―
―

象
徴
か
ら
人
間
へ�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

上
村
　
静

象
徴
天
皇
制
下
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
役
割

　�

　
　
　
　
　
　
　  

河
西
秀
哉

再
び
の
天
皇
代
替
わ
り
の
時
に
考
え
る
―
―
教
会

は
、
キ
リ
ス
ト
者
は
、
天
皇
制
に
ど
の
よ
う
に
立
ち

向
か
っ
て
き
た
か
？�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

中
川
信
明

「
家
族
教
会
観
」
批
判
に
む
け
て
の
試
論
　
　
　

―
―
天
皇
制
・
家
族
主
義
・
教
会� 　
　
　
　
　
　  

堀
江
有
里

存
続
し
た
国
家
神
道
と
教
育
勅
語
の
廃
止
問
題

　�

　
　
　
　
　
　
　  

島
薗
　
進

日
本
基
督
教
団
に
お
け
る
軍
用
機
献
納
運
動
　
　

　�

　
　
　
　
　
　
　  

森
田
喜
基

●
先
日
、
友
人
た
ち
と
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て

話
す
集
ま
り
を
も
ち
ま
し
た
。
テ
ー
マ
と
な
っ

た
の
は
「
キ
リ
ス
ト
教
が
た
く
さ
ん
の
問
題
を

抱
え
て
い
る
の
は
明
白
な
の
に
、
な
ぜ
そ
こ
に

留
ま
り
つ
づ
け
る
の
か
」
で
す
。
た
び
た
び
人

か
ら
問
わ
れ
、
ま
た
自
分
で
も
反
問
し
て
き
た

こ
の
難
題
に
つ
い
て
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み

よ
う
と
い
う
の
が
そ
の
狙
い
で
し
た
。
私
自
身

の
感
触
で
は
、
集
ま
り
は
成
功
だ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
の
問
題
点
を
内
側
か

ら
変
え
て
い
こ
う
と
す
る
人
や
、
共
同
体
と
し

て
の
キ
リ
ス
ト
教
会
に
思
い
を
寄
せ
る
人
…
…

そ
れ
ぞ
れ
の
血
肉
が
か
よ
っ
た
言
葉
が
交
差
す

る
さ
ま
に
、
仲
間
と
こ
の
場
を
も
て
た
こ
と
自

体
が
、
先
の
問
い
へ
の
ひ
と
つ
の
答
え
に
な
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。

●
と
は
い
え
、
反
省
点
も
ひ
と
つ
。
参
加
者
に

は
キ
リ
ス
ト
教
に
な
じ
み
の
な
い
人
も
い
た
の

で
す
が
、
そ
の
人
か
ら
の
感
想
は
「
難
し
か
っ

た
…
…
」。
友
人
と
は
、「
結
局
自
分
た
ち
は
、

キ
リ
ス
ト
教
の
内
輪
の
言
葉
で
話
す
こ
と
か
ら

抜
け
出
せ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
顔

を
見
合
わ
せ
ま
し
た
。
ど
ん
な
言
葉
づ
か
い
が

必
要
な
の
か
、
こ
れ
は
雑
誌
や
書
籍
の
編
集
で

も
、
い
つ
も
突
き
当
た
る
課
題
で
す
。
信
仰
や

知
識
の
有
無
と
い
っ
た
垣
根
を
越
え
て
、
よ
り

多
く
の
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
言
葉
を
心
が
け

た
い
の
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
言
い
た
い
こ
と

を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
し
ま
っ
て
は
元
も
子
も

あ
り
ま
せ
ん
。
ふ
た
つ
を
両
立
で
き
て
こ
そ
真

に
洗
練
さ
れ
た
言
葉
な
の
だ
と
し
た
ら
、
そ
こ

ま
で
の
道
の
り
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
よ
う
で
す
。

�

（
堀
）

●
6
月
に
出
た
井
上
良
雄
先
生
の
『
キ
リ
ス
ト

者
の
標
識
』
を
、
先
生
の
肉
声
を
思
い
出
す
よ

う
な
気
持
ち
で
ゆ
っ
く
り
読
み
直
し
て
い
ま
す
。

冒
頭
の
「
教
会
と
文
化
」
と
い
う
１
９
４
８
年

の
講
話
は
、
第
一
コ
リ
ン
ト
書
1
章
の
「
ユ
ダ

ヤ
人
は
徴
を
請
ひ
、
ギ
リ
シ
ア
人
は
知
恵
を
求

む
」
を
引
き
、「
私
ど
も
人
間
の
文
化
の
姿
は

こ
の
二
つ
の
句
に
よ
っ
て
余
す
と
こ
ろ
な
く
規

定
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
ま
す
。
一
切
を
理
性

の
下
に
我
が
物
と
し
よ
う
と
す
る
行
き
方
と
言

っ
て
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
対
し
パ

ウ
ロ
は
「
さ
れ
ど
我
ら
は
十
字
架
に
釘
け
ら
れ

給
ひ
し
キ
リ
ス
ト
を
宣
傳
ふ
」
と
続
け
ま
す
。

こ
こ
に
あ
る
の
は
文
化
に
対
す
る
妥
協
な
き
否

定
で
し
ょ
う
か
。
先
生
は
、
教
会
の
宣
教
の
第

一
の
声
は
確
か
に
文
化
へ
の
裁
き
だ
、
し
か
し

そ
れ
は
決
し
て
反
文
化
主
義
で
は
な
い
し
、
文

化
に
対
す
る
最
後
の
言
葉
で
も
な
い
と
し
、「
恵

み
の
御
言
葉
を
聞
い
て
、
そ
れ
に
感
謝
し
、
そ

れ
を
畏
れ
る
文
化
」、「
そ
の
よ
う
な
徴
と
し
て

の
文
化
」
が
あ
る
と
述
べ
ま
す
。
で
は
、
そ
れ

は
現
代
で
は
ど
の
よ
う
な
文
化
か
、
小
社
は
ど

う
貢
献
で
き
る
の
か
考
え
こ
み
ま
す
。�

（
小
林
）


